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3．　現状での問題点と将来へ の 展望

　 拘 束 効 果や一
体化 とい う言葉が 頻繁 に 使 わ れ る もの の

い ま だ論理的に 説明され て い な い 状 況 と思 わ れ る。しか

し，・』
方 で は実 験 を 通 して そ の 挙動に 関す る知 見 が 集積

さ れ つ つ あ る状況 で もある。微 小応 力 の 問題 で は補強材

力よ りも盛土 材の特性 の 方 が変形 に 対する影響が大 きい

こ とが示 され て おり，良質な路盤材料 の 使用 と締固め が

重要 であ る こ とが 再 認 識 さ れ る。加 速度パ ワーとい う指

標 を導入 す れ ば，地震時 に お け る繰返 しの 効果 と応答加

速度の ラ ン ダム 性 を考慮 で きる こ とが示された が，先 に

述べ た 補強材の 拘束効果 との 関連性 も検討す る必 要 が あ

ると思われ る。補強土 の 合 理 化を 進め る うえ で 鋼製壁 面

材 の 適用 が増 え て くる と考 え ら れ るが，そ の 特 性 や 施 工

性 も含め た 合 理 的な構造 に つ い て ，さ らに深 い 研 究 が 必

要 と思 わ れ る 。

　今回 発表 の 研究方法は ，実物 大実験 と観測 に よ る もの

が 多い が，い ずれ もあ る特定 の 条件 ドでの 結果 で ある こ

とか ら，そ の 結果 を どの 様 に
一

般化 し，設計法 として 確

立 して い くか が重要 と感 じる 。 こ の た め，模型実験 や数

値解析 の 併 用 ，さ らに は条件 を変 えた 実施 工 で の 観測な

ど，さ らな る 取 り組 み が必 要 と思わ れ る。

　最後に，本 文 を執筆す る に あたり，各セ ッ シ ョ ン の 座

長 を務 め られ た 末政直晃氏 （武蔵一亅二業大学），小島謙
一

氏 （鉄道総合技術研究所），小野寺誠
一

氏 （土 木 研 究 所 ），

竹 内 則雄 氏 （法政 大学）の 資料 を参考 に させ て い た だ い

た。こ こ に感謝 の意を表 す る。

3．　地盤材料　セ メ ン ト安定処理土 ， セ メ ン ト安定処理土 と流動化処理土，

配合と軽量土，軽量土 ，軽量土 と注入固化土
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一1　 研究 内容の 分類 （47編）

　　　　　　　　　　　　 不動建設   　深田　　久

　 1． 報　告

　本部門で は，5 セ ッ シ ョ ン 47編 の 発表 が行われた。表

一 1に研究内容 の分類を示す。研究項 目は，材料特性 の

評価，設計法 （配合），施 工 法 ，施 工 管理 （品質管理），

耐 久性 ，お よび新材料の 適用，な どの 多 岐 にわ た っ て い

る。

　材料特性 の 評価 に 関して は 強度変形特性 （
一

軸圧縮強

さ，せん断弾性係数 な ど）や物理 特性 に 与え る要因 とし

て，材令 ・養生条件 （上 載荷重 ・
拘束 圧 ・

温度）
・
材料

密度 な どに 着 目 し た研究 が実施 さ れ て い る。

　試験法 に 目を 向け る と，一
軸 圧 縮 試 験 以外 に 三 軸圧 縮

試験 （静的
・
繰返 し）や割裂試験および中空 ね じ り試験

な どの 多様な試験が実施 さ れ て お り，改 良土 に対 す る構

成式の適用 性 に関す る試 み も行 われ て い る。

　施工 法
・
施工 管理 に関 す る項 目で は実 工事 を対 象 と し

た 報告が 多 く，原 位 置 で実 施 され た 改 良土 の 調査 方法
・

強度特性 につ い て 検討 が なされて い る。また 配合試験 に

関 して は，現場で の 強度発現特性 を精度良 く把握 す るた

め の 研究が 実施 され て い る 。

　2． 研究な らびに技術動向

　 改 良 土 の 評 価 は 従来
．t．t
軸圧 縮試験 に よ っ て い る が ，現

在 で は 多種 の 試 験 に よ っ て 改良土 の 強度変形特性 を 明 ら

か に し よ う とす る 研究 が 多い 。こ れ に 伴い 改良土 の 微視

的な構造 の 把握 に 関す る研究も行われて い る。

　 施工 管理 に 関連 した 報告で は，原位置の 強度確認方法

と して コ ー
ソ 貫 入 抵抗 （CPT ） や ス ウ ェ

ーデ ン 式 サ ウ

ン デ ィ ン グ （A −SST ） な ど深 さ 方 向 に 連続 して 調査 可

能 な方法の 適用 性 に つ い て 検 討 した もの が あ っ た。

　 ま た 材料 に石 炭灰 ・水砕 ス ラ グ ・廃 タ イヤ チ ッ プ な ど

を 用い た 研究 が あ り，環境負荷の 低 減を 目指 す もの とい

44
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発表．
件数

内　 　容

ン ト安定処理 表層改 良で の 施 工 方法 （380），透水性 （38

せ ん断変形特性 （382 ，389），改良砂 の 力

10 特性 と構成式の適用 （383），養生 条件 の影

（384，385〕，固 結購造 と粒 子特 性 （386

387，388）一
ン ト安定 処 理 高強 度ソ イル セ メソ トの 品質 （390，391）
流動化処理 土 管中混 合 処理 土 （コ

ー
ン 貫 入 試 験 の 適

〔392），処理 地 盤 の 強度分布 の 評価 （393）
9 配合管理 （394），ス ウ ェ

ー
デ ン 式サ ウ ン デ

ソ グの 評価 （395），環鏡管理 （396）），流

化処理土 （外防水工 法の 開発 （397），ロ ー
で の 耐久 性 （398D

と軽量土 促進養生試験の 適用 （399 ），遅延性固化剤

特 性 （400），不 飽和土 の安定処 理 （401），

10
メン ト混合

・
加圧脱水改良土 （4G2 ），石 炭

改良上 （403），ま さ土 の利用 （404），泥十

ル ダル の配 合管理 （405），低 強度 FCB の

一 度 特性 （405，407，408）

士 気 泡混合士 （養 生温 度の 影響 （409），大水

施 工 （410），徴視構造 （411，412），せん

9
弾 性係数の 評価 〔413 ），拘束圧依 存性 の 検

（414）），軽量発泡廃ガ ラ ス 混入粘性土の 力
さ

旨 特 性 （415 ），EPS ビ
ー

ズ混 合 ：ヒの 力 学特

（4上6，417）

土 と注 入 固 化 ． 廃 タ イ ヤ 利用材料 の 力学特性 （418，419 ）

水 砕 ス ラ グ 改 良土 の 施 工報 告 （420），水砕

ラ グ軽量 地 盤 材 料 の 試 験盛 土 （421），水ガ

9 ス 系薬液注入 土 （422），特殊 シ リカ液 に よ

．一 一 亘鬱麟  1聯 ll纏

え る。

　3． 現状で の 問題点

　室 内試 験 に 関 す る報 告 で は，試 験条 件 （固 化 材の 混合

方法 ・養生 条件 な ど） や 試 験 方 法 に 関 す る質疑が 多 くな

　 土 と基礎，51− 12 （55t）
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され た。試験条件な どの 基本事項は明確に す る こ とが望

ま れ る。また試験結果が
一

般的な もの か 固有の もの か な

どの考察が必要な面 もある。

　現 在 改 良土 に求 め られ る強度 は低強度か ら高強度ま で

広 い 範囲 にわ た り，改良土 の挙動 は強度 に より大きく影

響 され る 。た とえ ば 処 理 土 が高強度 の 場 合 に は コ ン ク

リート構造 に近 い 挙動 を示 し，低強度 の 場合 に は 粘着力

の ある地盤 の 挙動 に近 い とい う報告が今ま で に見 られ て

い る。こ の挙動をどの よ うに推定 す るか とい う問題 は ，

構造物の 用途ご とに さ らに継続的 に研究 されるべ き課題

で あ る。特 に改良土 で は粒子間の 固結状況 が全 体 の 力学

挙動 を 大 き く左 右 す る面 が あ るた め，力学的 メ カ ニ ズ ム

に つ い て さらに 研究 が必要 とい え る 。

　4． 将来へ の展望

　改良土 の 適用範囲は深層混合処理杭 か ら埋 土 ・盛土 お

よび山留め壁 へ の利用な ど，確実 に広 が りを 見せ て お り，

今後 の 用途 の 拡大 に つ い て は資源の 有効利用 の 観点 か ら

も大い に期待 さ れ る 。

　また構造物 へ の 性能設計 の 適用 に 当 た っ て は，改良土

へ の 要求性能 を考慮 した上 で，強度変形特性 に 関す る 広

範な研究へ の 取 り組 み が必 要 で あ る と考 え られ る。

　謝辞 ： こ の 総括 は ，各セ ッ シ ョ ン の 座長 を さ れ た，清

水建設の 桂豊氏 ， 日本大学 の峰岸邦夫 先生，東亜建設工

業の 大野康年氏，土木研究所 の桑野玲子氏か らの メモ を

参考 に させ て い た だ きま した。こ こ に 記 して 謝意を表し

ます 。

4． 地盤挙動　圧密沈下 （圧 密沈下 （予測 と解析，予測と解析　他 ， 対策工 の検討），

切土掘削 （切土 と掘削）
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　　　　　　　　　　　 防衛大学校

1． 研究発表の分類 と動向

表
一 1　 研究 内容 の分類

宮田　喜壽

　本部門で は，【圧密】 に関す る研究発表が 23件，【切

土 ・
掘削】に 関す る も の が 11件 な さ れ た。研究内容 の

分類 を 表
一 1に 示す。各研究に 対 す る キー

ワ
ードは著者

が勝 手 につ け させ て い た だ い た。二 つ の小部門 ご と に，

研究 を 「現象の 解明 とモ デ ル 化」 と 「対策」 に分類 した 。

以下，こ れ に した が っ て 内容を紹介する。

　【圧密】現象の解明 とモ デル 化 に 関 して は ，長期沈下

に 関す る 研究発表が 半分近 くを 占め た。不 同沈下 ，地 下

水 の 変動 に伴 う沈下，そ して 現行の設計で重要 な役割 を

果 た して い る一
次元圧 密沈下の 計算に 関す る研究 も発表

さ れた。沈下対策 に関して は，工 法の 合理化 に 関する研

究 や沈下 対策の 有効性 を検証 した 研究が発表 さ れ た。デ

ィ ス カ ッ シ ョ ン で は 特 に，ひ ず み 速 度依存型 の 構成 則 で

記述 す る方法 と，構造の 概念を 組み 込ん だ 弾塑性構成則

で記述 す る方法 に対す る質疑応答が活発に な さ れ た 。 他

の研究 に対して も，施工 方法，設計で の 留意点，そして

解析法 の詳細 に つ い て，活発な 議論がな さ れた。

　【切 土 ・掘 削】現象の 解 明 とモ デル 化 に関 して は ，進

行性破壊や よ り実際 に 近い 境界条件で の 変形 メ カ ニ ズ ム

な ど，こ れ ま で 困 難 と され て きた 問題に 対 し て 正 面 か ら

向 き合 っ た研究が発表され た 。 対策に関して は，施 工 管

理 の 精度向上 や 対策の 合理 化を 目的 と した発表 が な さ れ

た 。 デ ィ ス カ ッ シ ョ ン で は，個 々 の 研究 と従 来 の 設 計 体

系 との 対 応 や 計 測 データの 詳細 に つ い て議論 が な さ れ た 。

　【圧 密 】 と 【切 土 ・掘 削 】 に 関 す る
一

連の 発 表 を通 し

て ，コ ス ト縮減や 環境負荷の 低 減な ど，最近 の ニ ーズを

ふ ま え た研 究 が 多 か っ た。有 限 変 形 を考 慮 した圧 密 解 析 ，

遠 心 力載 荷 実 験 ，X 線 CT 法 な ど高度 な研 究 ッ
ール の 活

用 が 目立 っ た。実務で 今す ぐ役立 つ よ うな現場 デ
ー

タ の

分析
・
整理 成果 も非常 に興味深 か っ た 。

　2． 現状の課題 と今後の 展望

　研 究発表 とデ ィ ス カ ッ シ ョ ン の 内容を ふ ま え，本部門

に おけ る現状 の 課題 と今後 の 展望 に つ い て 私 見を述べ さ

せ て い た だ く。

　圧密の 問題 か ら最初 に述 べ た い。圧密 を促進 す るた め

には ， 排水距離 を短 くす る こ とが効果的だ とい う考 えが

圧密理論 か ら うま れ，多 くの 効果的な 圧密促進 工 法が 世

の 中 に 生 み 出され た 。
バ ーチ カル ドレー

ン 工 法が 有効 か，

そ うで な い か に関す る議論 が 長い 間続 い た が，荷重 の 大

き さ と改 良前の 地盤 の 透 水 性 が ポ イ ソ ト に な る こ とが，

多次 元 の 弾塑 性 圧 密解析 に よ り示 され ，一応 の 決着 が つ

い た 。 こ の よ う に 圧 密 を促 進 す る技術 ひ とつ を み て も，

理 論 は沈 下 量 と時 間 の 関 係 を 予測 す るた め だ けで は な く，

実際問題 へ の 対 処 方 法 の 確 立 に確 実 に寄与 して きた 。 メ
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